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1主 題設定の理由と研究の経過

1主 題設定 の理 由

生徒 たちは自 ら考える とい うことを避 けてい るように見 える。授 業中に発 問 して も、た ん に

「わか りません」 と答 えた り、黙 った ままになる生徒が多 い。彼 らに とって の学習 活動 が 、教

員の話 を じっ と座 って聴 き、知識 を記憶す ることだけになっている とす れば、大 きな問題 で あ

る。生徒た ちをこのよ うな受 け身の姿勢の まま社 会に送 り出 して しまって良 いのだろ うか。 ま

た、 これ までの授業その もの を見直す必要はないだろ うか。この 問いか けが本主題 を設定 す る

出発点 となった。

これか らの社会 において生徒 はどの ような能力を必要 としてい くのであ ろ うか。現代社 会 の

激 しい変動の 中で 、従来の社会通念や一般常識 の価値基準 では捉 え きれ ない問題が 、次 々 に発

生 している。 また、社 会の グローバル化に伴 い、今後我が国 も成熟 した民主社会 と して発 展す

るこ とが期 待 されている。その中に生 きる一人 ひと りの人間 は、 自立 した市民 と して、様 々 な

情報 を整理 し、 自ら考え、判 断 し、自己の責任 におい て行動する ことが要請 され る。

近 い将来 、そ う した市民社会 の一員 となる高校生は、身の回 りの問題か ら、 日本や世 界の行

方 を決定す る ような大 きな問題 まで 、自分で考 え、判断 し、行 動 していかなければ ならない。

様 々な未知 の課題 と向 き合 う場面 にお いて、その事柄 を一面的ではな く多様 な側 面か ら考 え、

的確 な判 断を下 し、冷静 に解 決 してい く能力 を育ててい くことは、公民科 に課せ られた重大 な

課題 である。その課題 の解決に一歩で も近づ くことを目指 し、 この主題 を設 定 した。

2研 究の経過

この研究 を進 めてい く上で重視 した ことは、現 代社会 の諸 問題 につ いて、いかに して生徒 た

ちに興味 を もたせ 、自己の問題 として考 えさせる ことがで きるか、 とい うこ とである。その た

め に、生徒 たちに とって よ り具体的 なもの ・身近な もの と思 われる題材 を選 び、それ をどの よ

うに教材化 し、指導上の工夫 を行 うか 、とい うこ とが議論 の中心 になった。

この ような基本的立場 で、各研究員が、授 業実践 の中での関心事 や課題 をお互いに持 ち寄 り、

比較 検討 し、研究内容 を絞 り込んでい った。その結果 、多様 な個性 を もつ個 人が相互 に尊 重 し

合 う成熟 した民主社会 に向けて、「人間 と権利」 をテーマ とす る研 究 を、 また 、 民主 主義 社会

におけ る主体的参加者 と しての市 民意識、納税者意識の向上 を念頭 にお き、 「税 」 をテ ーマ と

す る研 究 を行 うことと した。そ して、 これ らのテーマに対応す る二つの グループに分 かれ、 そ

れぞれ共同研 究 を行 った。 なお、両 グループ とも、教材化 を行 う上で は、下の3点 の事柄 に留

意 した。

r-

① 生徒が 「自ら」考 える活動 を よ り多 く取 り入れ る。

懸 懸 麗 雛 畿 籍葺鰹撫態を竺 」
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H人 間 と権利

1研 究 内容 と方 法

従来 、高等学 校 における人権 に関する学習 は、人権保障の発達、 自由権的基本権 、社会 権 的

基本権 な どの理 解に重点 が置かれて きた。また中学校 にお いて も、 「人 間の尊 厳 につ い ての 考

え方 を、基本的 人権 を中心 に深め させ る とともに、 日本 国憲法が基本的人権の尊重 、……… を

基本的原則 としているこ とについての理解 を深め」 ることを主 な内容 と してい る。 これ らの学

習 は、生徒 に とっては公民 としての資 質を養 ううえで大変重要であ る。 しか し、生徒 の感 覚 で

は、実生活か らかけ離 れた事柄 として捉 え られが ちであ る。現代 は、各個人の権 利 を保障 す る

ことが 、個人相互 の対立 に結 びつ いて しまいが ちであ る。現代社会 の諸問題 を解決 してい くた

め には、特 に、他者 の権利 を尊重す る視点が必要 とされている。そ こで、本 グル ープで は、 人

間 と権利 との関 係につ いて考 え させ るこ とを通 して、 自立 した市 民の育成 を目指す指導の工 夫

を考 えた。

「倫理」では 、学習指導要領解説 に示 された 「先哲の考 え方について事 項、事 柄 を精選 す る

こ と」 「生徒が 人生観 、世 界観 を確 立するための手掛か りを得 させ るよ う指導方法について様々

に工 夫する こと」 について検討 し、工夫 を試みた。 これ によって、 日本や世 界の先哲の思 想 あ

るいは国際的な問題 を学ぶ際 も、教師か らの一方的な知識の伝達 に偏る ことな く、生 徒 な りの

イメージを形 成 させ、個性 的 な表現 がで きる ように して、生徒 に とって手応 えのある理解 と、

よ りよ く生 きる意欲 をもたせ ることを目指 している。

年 間指導計 画は、「青年期 と人 間 としての在 り方生 き方」 に25時 間、「現代社会 と倫理」 に20

時間 、「国際化 と 日本人 と しての 自覚」 に25時 間 を充て 、特 に指導 方 法 の工夫 を心 掛 け た。 ま

た、指導案 としては、本 グループのテーマである「人間 と権利」 の視点 に立 ち、「国際 化 と 日本

人 と しての 自覚」 の中項 目 「世 界の中の 日本 人」 の導入部分 を取 り上 げた。

「政治 ・経済」 では、基 本的人権 の中で も 「新 しい人権」の一つ と して主張 されている 「自

己決定権」 に焦点 をあて 、その教材化 と指導法の研究 を行 った。「自己決定 権」 につ い ては 、

日本国憲法 に明文化 され ていないため 、社会の諸問題 を解決するための基準 を自ら考 え、衝 突

す る価 値の軽重 を自ら判断す ることが必要 となって くる。 この ような面 で 「自己決定権」 に関

す る学 習は、現代社会の諸問題 に対 して 、自ら解決 してい く能力 を育成す る教材 と して、最 適

の もの と考えた。「自己決定権」 としては、①生命 にかか わる自己 決定 、② 家族 の形 成 ・維 持

にかかわる 自己決定、③ ライフス タイル にかかわる 自己決定 の問題 があげ られているが、 こ こ

で は、生徒 に とって身近な問題 と して 「服装 ・頭髪等 の規制 の問題」、「援助交 際に対 する規 制

の 問題」 を、 また生徒 の考 えを深め させたい問題 として 「生 命にかかわる 自己決定」 を、題 材

として取 り上 げ ることに した。 さらに、生徒 が 自ら考える場面 を授業 に取 り入れる工夫 として、

ビデオに よる学 習 をふ まえた グル ープ討論、発表学 習 を試 みた。

年 間指導 計画は70時 間分の うち、「現代の世界 と日本」 に10時 間 、「現代 の政 治 と民 主社 会」

に30時 間、「現代の経済 と国民生活」 に30時 間 を充て た。本研究の対象 であ る 「自己決 定権 」

に関す る学 習については、「現代の政治 と民主社会」の なかの中項 目「日本国憲法 と民主 政治」

(18時 間配当)に おいて4時 間を充 てるこ とに した。
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2「 倫理」 における指導 の工夫

A年 間指導計画

「倫理」 の授業 においては、生徒が 自 らの生涯やそれ を取 り巻 く社会 の問題に対 して 主体

的 に考 え、判 断す る態度 を育成 するこ とが大切であ る。一斉講義式の授業 は、基礎 的基 本的

な知識 の獲得 には有効であるが、生徒が受動的 にな りがちである。そ こで、年間指 導計 画 を

作成 するにあた り、研 究主題 を踏 まえ、生徒の主体的な態 度の育成 が図れる ように、作業 学

習や話合 い活動 を取 り入れるな ど指導方法 に工夫 を した。

大項 目1青 年期 と人間 としての在 り方生 き方

目標 生涯 において青年期が もつ意義 を理解 させ るとともに、先哲 の基本的な考 え方 を手

がか りとして、人間の存在や価値 について思索 を深 め させ る。

中項 目 学習内容 時

}

主な指導事 項 と指導方法 の工夫

1青 年期 人間性の特質 2 ・学習のめあて と学習計画 を理 解 させる
。

の 課題 ・人 間 とは 何 か 、考 え た こ とを メモ させ 、6人 程 度 の グル ー

と自己 プで 話 し合 わ せ る。 ホ モeサ ピエ ンス等 の 言葉 を紹 介 し、

形成 考察 を深め させ る。話合いの結果 を発表 させ る。

適応 と個 性 の 2 ・子 ど もの時の大 人や友人へ の印象 と
、現在 との違い を話

形成 し合わせ、 自分 自身が変化 している ことに気付 かせ る。

・個 性 の 形 成 、 集 団へ の 適応 、 自己実 現 へ の意 欲 に つ い て

考 えさせるため、女性 と男性 、親 と子 、先生 と生徒 な ど

の 役割 を 逆転 した ロー ルeプ レイ を させ る 。

現代 社会 にお 1 ・悩 みや希望 の現 れ方 はその人 を取 り巻 く状況 と深い関 わ

ける青年 の生 りがあ り、 自己探究 は対話や行動の なかで も深 め られ る

き方 こ とに気付 かせ る

2人 間 と 自己探 究 と倫 18 ・人間の弱 さや劣等感 、挫折感の具体的事例 を紹介 し、生

して の 理的自覚 徒 に批評 させ る。 これ を次時以降の導入 とす る。

自覚 ギ リシア の思 ・良識あ る公民 と して の生 き方 を考 えさせ、無知の知 の 自

想1

キ リス ト教[1

覚 、愛 知 、正 義 な ど に関 す る語 句 を説 明 す る。1

・誘惑 に負 けやすい 自己の弱 さは誰 にで もあ ることを矧

1か せ た上で ・イエ スの言行 を紹介 し・隣履 を簸 す る
1こ との 厳 し さを考 え させ る。
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仏教 ・不 安 や苦 しみが いか に して 克服 で き るか 、慈 悲 、無 我 な

どの仏陀の思想 を参考 に考 えさせ る。

儒教 ・望 ま しい 人 間 関係 、社 会 生 活 を どの よ う に送 るべ きか を

考え させ るため、孔子や孟子の思想 を紹介す る。生 徒 に

取 り組 みやす い文体や量の文献資料 を用意す る。

芸術 の意義 ・美術 、詩 歌 な ど、い くつ か の 作 品 を示 し、生 活 の な か で

美 を求 める心 の大切 さに気付かせ る。

3ま とめ 様々な立場 の 2 ・特 定 の思 想 や 、創 作 ポ リシ ー を もつ 者 と もた ない 者 の 役

尊重 で ロー ル=プ レイ を させ 、 自分 と異 な る価 値 観 を もつ 人

の意見 を傾聴す るこ との大切 さに気付かせ る。

大項 目2現 代社会 と倫理

目標 現代社会の特 質につい て理解 させ、現代に生 きる人間の倫理 的な課題 について思 索

を深め させ る。

1現 代 社

会 の特

質 と人

間

現代の人間像 4 ・ 「疎 外 され た 人 間の 不 安 」 を テ ーマ と した文 献 、 ドラ マ

芸 術 作 品 、 マ ンガ な どを例 示 し、 そ れ につ い て 話 し合 わ

せ る 。

・小 集 団 に よ る共 同作 業(グ ル ー プ=ワ ー ク)で 、 現 代 の

人 間像 を観 点 別 に整 理 して 表 に ま とめ 、発 表 させ る 。 活

動 中 に先 哲 の思 想 を紹 介 して 、 考 察 に加 え させ る 。

ラ イ フス タ イ

ル の 変 化

4 ・核 家族化 、高齢化 、情報化 、国際化 な どにつ いて、各 人

の見 聞や経験 、結婚観や職業観等 を もとに して課題 を作

らせ 、KJ法 や共 同作業 を取 り入れ 、生徒の問題 意識 を

喚起す る。

・新 しい生 き方 の提案や社会問題の事例 を紹介 し、考察 を

深 め させ る。

2現 代 社

会 を生

きる倫

理

自然 と人間

科学 と人間

人間の尊厳

生命へ の畏敬

社会参加

10 ・自然 、生 命 、生 きが い につ い て考 察 を深 め させ る た め 、

先 哲 の思 想 を ま じえて 考 え を ま とめ させ 、 メモ を も と に

話 し合 い 、発 表 させ る。

・学 習 内容 ご とに文 献 等 集 成 プ リン トを用 意 し、問 題 提 起

を行 う。

3ま と め 自己実現 と幸

福

2 次 の テ ー マ で話 し合 い や ロ ー ル=プ レイ を させ 、個 人 の

自由 と他 者 の尊 重 につ い て 考 え させ る。
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・学校生活や進路 に関す る考え方の違 い

・対立 するi親と子

大項 目3国 際化 と日本人 としての自覚

目標 日本の思想や文化 の特色 につい て理解 させ 、国際社会 における主体性 のある 日本 人

と しての在 り方生 き方 につ いて思索 を深め させる。

1日 本 の 風 土 ・人 間 観 3 ・ 「日本 人 ら しさ」 と は どの よ う な こ とか 、KJ法 を用 い

思想 て話 し合 わせ る。

・風土 や歴 史的事件 とのかかわ りについて も考慮 させ る。

・古事記等 の古典の紹介 を心掛 け る。

2外 来 思 大乗仏教 ・儒 7 ・自分 の行動や判断基準 を列挙 させ、その中に仏教的、 儒

想の受 教 教 的要素が あることに気付 かせ る。

容 と日 ・先哲 の思想 を紹介 し、日本人が伝統 との整 合性 を保 ち な

本の伝

統

が ら独 自の思想 を形成 して きた ことを理解 させ る。

国学 2 ・本居 宣長の著作か らプ リン ト資料 を用 意 し、その人 間尊

重 の精神 と伝統文化の尊重 について考 えさせ る。

開国 と近代 的 7 ・時代背景 と主要人物、代 表的な思想 を紹介 する。

自我 ・共 同作業で西洋文明の流入に対 する受容 ・対 決の様相 を

調べ させ る。生徒が共感 をお ぼ えた もの を、そ の理 由 と

と もに発 表 させ る。

・社会 の激変、価 値観の混乱、未知の世 界に直面 した とき

の 、 人 間 の行 動 につ い て 考 え させ る 。

3ま とめ 世 界の中 の 日 6 ・これ か らの国 際 社 会 にお け る 、 主 体 的 な生 き方 につ い て

本人 話 し合 わせ る。 〔指 導 案 と してP7に 掲 載 〕

・共 同作業 で地球環境や南北 問題 など人類 の福祉 にた いす

る 日本人の責任あ る行動 について考え させ る。

B.指 導案(第1時)

(1)本 時の ね らい

広 い視野 に立 って国際社会 の 日本人 と しての在 り方生 き方 を考 え させ るため には、他 者 が

自分 と同様 に幸福 を求 めていることを共感 をもって受容 し、自 らの権利 を正 しく主張す るだ

けで な く、他者 の意見 を正 しく受 け入れ る態度 を育 成する ことが大切 である。 この ような相

互理解 に基づ いては じめて平和的 な国際交流が可 能 となる。本 時では、国内外 か ら日本人 の
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特徴 と言わ れているこ とを取 り上 げ、その 内容 と意味 を吟味 し、国際社会 にお ける 日本人 と

して どの ように対応す るこ とが正 しい在 り方であ るか を考 える。

(2)本 時 の 展 開

学習項 目 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

導 日本 の特 徴 ・生徒 自身の印象や著作等 で伝 え ・生徒 の発言 で不足 があ る場合 は、

入 と現状 られ る日本人の特色 と思われ て 指導者 が 日本人の特 徴 と言 われ る

10 い る もの を列挙 す る 。 こ とを提 示 す る 。

分 ・日本 文 化 の特 色 等 を想 起 させ る 。

国際社 会 と ・外 国 人 と 日本 とい う設 定 で ロ ー ・10人 程 度 の小 集 団 で 行 う。

日本 人 ル プ レ イ を行 う。 ・意志表示 の不 明確 な 日本人 に対 し

・内外か らの 日本人の特色の増加 て批判 的な外 国人 と、それが美 徳

展 につ い て 、 その 内容 を確 認 す る。 で もあ る こ とを理 解 して ほ しい 日

開
・指摘 された事柄 の理 由や原因 を 本人 とい う設定等 が考え られ る。

考 え る。 ・演 技 後 、感 想 を述 べ 合 う こ と を 中

30 ・そ の指 摘 に 従 っ て 自分 た ち の 行 心 に、学習活動 の内容 を考 え させ

分 動 を変更すべ きか否か検討する。 る 。

.

・外 国 人 に対 して 、 自分 た ち の 意

思 を どの ように伝 えた らよい か

を 考 え る 。

ま

と

国際理解 と

自己主張

・指摘 に対 しては謙虚 に反省 す る

とともに、 自分 の立場 を相 手 に

理 解 して もらう努力 も必要 であ

・グ ル ー プ ご との 発 表 を行 わせ る 。

・対 立 や 見 解 の 相 違 が む しろ 交 流 の

め

10
る こ とを理 解 す る 。 始 ま りで あ る こ と を強 調 す る 。

分

(3)次 時

日本 に お け る 外 国 人 の 人権 保 障 につ い て 考 え る 。

(4)評 価 の 観 点

① 自分 の 考 え を、 は っ き りと言 う こ とが で きた か 。

② 他 者 の 意 見 を よ く聞 き取 っ て い た か 。

③ 直 感 的 な答 え だ け で な く、既 習事 項 を生 か して 考 え よ う と して い た か 。
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3「 政治 ・経済」 における指導の工夫

A指 導計画

指導計画 は、基本的 人権 に関す る学習 を中心に、「日本国憲法 と民主 政治」 につ い ての 部

分 だけを示 した。なお 、指導計画作成 にあた っては、 日本国憲法 の保障す る基本的 人権 につ

いて は、すで に中学校 において基本的 な学 習が行 われているこ とを踏 まえ、内容 を精選 し、

自己決定権 を題材 として、生徒が 自ら考 える活 動に多 くの時 間を充て られるように配慮 した。

〈 「日本 国憲法 と民主政治」 についての指導 計画 〉

(第1時 ～ 第3時

第4時

第5時

第6時

第7時

第8時

第9時

*第10時

*第11時 ・第12時

*第13時

(第14時 ～ 第18時

日本国憲法の制定、国民 主権 と象徴天皇制 、平和主義)

基 本的人権の尊重 と平等権

思想お よび良心の 自由 ・信教 の 自由

表現 の自由 ・知 る権 利 とプ ライ ヴァシーの保護

身体的 自由権 と刑事 人権 保障

財産権の保障 と社会権

環境権 と公共の福祉

自己決定権 「社 会生 活 と自己決定」

自己決定権 「生命にかかわる自己決定」

自己決定権 「人権学習 のま とめをかねて」

国会 ・内閣 ・裁判所 ・地方 自治 、政党政治 と選挙、現代政治の諸問題)

B自 己決定権(第1時)「 社会生活 と自己決定」指導案

(1)本 時のね らい

自己決定権 に関す る学習(4時 間構成)は 、前6時 間の基本的人権の学習 をうけ、基

本的人権 に関する学習の まとめ と して位置づ けられ る。 ここでは、最終的 な目標 として、

社 会の諸問題 を解決するための基準 を自 ら考 え、衝突す る価値の軽重 を自ら判断す る 能

力 を育成する ことをめ ざ している。本時 は、その導入 と して、身近な社会の問題の 中 に

も、既存 の判 断基準 に よっては解決 しに くい問題がある ことに気づ かせることをめざす。

(2)本 時の展開

学習項 目 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

自己決定 と社 会的 ・身近 な生 活 の場 面 か ら、個 人 の 自由 と ・服 装 、頭 髪 な ど ラ イ フ

導 規制 との衝突 集 団 ・社 会 の 規 制(き ま り)と が 対 立 ス タ イル に か か わ る 自

入
す る問 題 を見 つ け 、発 表 す る 。 己決定 に対す る校 則 な

・都 条 例 に よ る 「買春 」 の禁 上 に関 連 し どによる規制 の問題 を
15

て 、「援 助 交 際 」 につ い て も考 える 。 あ げ させ る 。

分
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社会的規制の必要 ★ グルー プ討論

性 と自己決定 の重 ・5人 程 度 の グル ー プ に分 か れ 、 そ れ ぞ ・各 問題 につ い て 、 自 由

要性 れの グループが、校則の服装 や頭 髪 な 派 、規制派 の両 方が で

展 どの 問 題 の う ち一 つ につ い て 、個 人 の きる よ うに させ る 。

自由が優先す るとす る立場 または社会

開 的規制 を必要 とする立場の一方 を選 び、

そ の 理 由 ・根拠 につ い て討 議 す る 。

★各 グル ープの発表

25
・異 な る立 場 の グル ー プの発 表 を 聞 き、 ・板 書 に よっ て整 理 す る

どちらの立場 にも理由 ・根拠 があ る こ ・必要 に応 じて発 表 に対

とを理 解 す る。 す る質疑 を行 わせ、 問

分
・また 、 これ らの 問 題 に関 して は 、 個 人 題 点 を明確 にする。

の 自由 を尊重すべ きか、社会 的規 制 が

必要で あるか について、社会 成員 間に

共通の了解が必要であることに気づ く。

ま 基本的人権 と 自己 ・既 習 事 項 をふ りか え り、 日本 国 憲 法 が ・既 存 の社 会 通 念 ・道 徳

と 決定 との関係 明文で保障す る基本的人権 な ど既 存 の とい う価値 基準 を示 す

め 判断基準 だけでは解決 しに くい問題 で こ とは 必要 で あ るが 、

10 あ る こ と に気 づ く。 結論 の押 しつけ にな ら

分 な い よ うに注 意 す る。

(3>評 価の観点

①討論 の中で、基 本的人権 に関す る既習事項 を使 うことがで きてい るか。

②社会 の問題 の中には、既存 の判 断基準 だけで は解決 しに くい問題があ るこ とに気 づ い

たか。

C自 己 決 定 権(第2時 ・第3時)「 生 命 に か か わ る 自己 決定 」 指 導 案

(1)本 時 の ね らい

この 指 導 案 は 、 日本 国憲 法 に明 文 化 され てい ない 「自己 決 定 権 」 の 中 で も 、 「生 命 に

か か わ る 自己 決定 」 を2時 間 に わ た っ て取 り上 げ る もの で あ る。 これ は 、安 楽 死 や 尊 厳

死 の 問 題 を通 して 、生 徒 各 人 に 、 自分 に もいつ か 起 こ り得 る こ と と して考 え させ 、 じっ

く り と自己 決 定 して い くプ ロ セ ス を実 感 させ る こ と をね らい とす る 。

ま た 、生 命 に か か わ る問 題 は 、正 しい 答 が 唯 一 導 き出 され る もの で は な く、 多 様 な意

見 が 存 在 す る 。安 楽 死 や 尊 厳 死 の問 題 は 、現 実 の 社 会 の 中で 、 そ の 是 非 をめ ぐっ て ま さ

に意 見 が 分 か れ て い る事 柄 で あ る。 そ の こ とを生 徒 の 話 し合 い の 中 で気付 か せ る こ とと、

多 様 な考 え を認 め つ つ も、 自 ら判 断 ・解 決 して い く姿 勢 を育 成 す る こ とをね らい とす る 。
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(2)本 時 の展 開

〈第2時 〉

学習項 目 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

生 命にかかわ る ・前 時 の 学 習 を振 り返 り、 自己決 定 す る 事 ・自己決定す る事柄 の 中

自己決定 柄 の 中 に、 生 命 に か か わ る こ とが あ る の に、 どの よ う な もの が

導 を知 る。 あ ったか を数人 に発表

さ せ る 。

入

オ ー ス ト ラ リ ア ★ ビデオ学習
15

における安楽死 ・ビデオ 「安楽死 は合法化 されるのか」 を ・ビデオはNHKス ペ シャ

分
・自己 決 定 の 具 見 て 、 オ ー ス トラ リ ア北 部準 州 に お け る ル制作 「安楽 死は合 法

体例 安楽死 の様子 を知 る。 化 されるの か」 を10分

程度視聴 させ る。

死 に た い とい う ★ グループ討論 ・自由 な話 し合 いが で き

気持ちが理解で ・死 につ いて 考 え る 。 「死 に た い と希 望 し る よ う に 、4～5人 を

展
きる場合 とは てい る人 に対 して 、 どの よ うな場 合 な ら 1グ ル ー プ と す る 。

ばその人の気持 ちが理解 で きるか」 とい ・多様 な意見が想定 され

うテ ー マ で 、 グル ー プで 話 し合 う。 るが 、ここで は安楽死 ・

開
尊厳 死にかかわ る こ と

・話 し合 っ た 内容 を発 表 用 カー ドに記 入 す に方 向付 ける ことを し

25 る 。 な い で 、 あ りの ま まの

意見 を記入す る よ う助

言 す る。

分 ・発 表 用 カ ー ドと して 画

用 紙 を用 意 し、黒 ペ ン

で 記 入 させ る。

死 につ い て の 生 ・グル ー プ毎 に話 し合 った 内容 を黒 板 に 掲

ま 徒の意見の整理 示 し、発 表 す る 。

と
・全 グル ー プ の発 表 を 聞 い た後

、共 通 す る ・共通する意見があ るか
め

意見があるか どうかを考 える。 どうか数人に質問す る。

10 ・掲 示 され た 発 表 用 カ ー

分 ドに、共通 する意見 を色

ペ ンで線 を 引 く。
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〈第3時 〉

学習項 目 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

導 安 楽 死 ・尊 厳 死 と ・前 時 に ま とめ た死 につ い て の生 徒 の 意 ・発 表 され た 意 見 を あ ら

入

10
は 見 の 中 か ら、安 楽死 ・尊 厳 死 に関 係 あ か じめ プ リ ン トに して

分 る もの を選 ぶ 。 お く 。

安楽死 ・尊厳 死 の ・日本医師会 や 日本学術会議 の安楽 死 ・ ・安楽死 ・尊厳死 が社 会

展 定義 尊厳 死に対す る見解 を知 り、 自分 た ち の 中で どの よ うに考 え

が話 し合 った 「死 にたい とい う気持 ち られ ているか を理 解 さ

開
が理解 で きる場面」 と比較す る。 せ る と と もに 、 明 確 な

答 えが 出ない問題 で あ

る こ と 、多 様 な意 見 が

25
安楽死 ・尊厳 死 を ・オー ス トラ リア北 部 準 州 にお け る 「末 あ ることに も気付 かせ

認 め る プ ロ セ ス 期 患 者 の 権 利 法 」 の フ ロ ー チ ャ ー ト る 。

分 (P.13)に 沿 って、 安 楽 死 を認 め る ため

の 自己決定 のプロセスを擬似体験する。

自分の生命 にかか ・ 「も し も自分 が 、 完 治す る 見 込 み の な ・考 え を ま とめ る際 、 箇

ま わる 自己決定 を想 い病気 と診断 され、いつ死ぬかわか ら 条 書 きで も よい こ と を

と 定す る ない 状 況 にお か れ た 時 に 、 どの よ う に 指 示 す る 。 また 、 参 考

め したいか 、過 ご したいか?」 とい うテー 資料 と して 日本尊厳 死

15 マ で 自分 の 考 え を ま とめ る 。 協 会 の リ ビ ン グ ・ウ イ

分 ル(尊 厳死 の宣 言書)

を配 る。

(3)評 価 の 観 点

① 生 命 にか か わ る 問 題 に は 、 多様 な 意見 が 存 在 す る こ とを 認 め る こ とが で きた か 。

② 個 人 の 尊厳 を守 る上 で の 自己 決定 の重 要 性 を理 解 で きた か 。

③ 安 楽 死 や尊 厳 死 の 問題 を通 して 、生 命 に か か わ る 自己 決定 につ い て の 自 らの 考 え を

深 め る こ とが で きた か 。

(4)参 考 文献

・棟 居 快 行 他 「基 本 的 人権 の事 件 簿 」 有 斐 閣

・ア ル フ ォ ンス ・デ ー ケ ン 「死 と ど う向 き合 うか 」NHK出 版

・曽野 綾 子 、 ア ル フ ォ ンス ・デ ー ケ ン 「旅 立 ちの 朝 に ～愛 と死 を語 る往 復 書 簡 」 新 潮 社

・NHK人 体 プ ロ ジ ェ ク ト(編)「 安 楽 死 ～生 と死 をみ つ め る」NHK出 版

・日本 尊 厳 死 協 会(編)「 シニ ア の た め の 尊 厳 死 読 本」 三 省 堂

・日本 尊 厳 死 協 会(編)「 リ ビ ン グ ・ウ イル ～ 尊厳 死 の宣 言 書 」 人 間 の 科 学 社
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D自 己決定権(第4時)「 人権学習の ま とめ をかねて」 指導案

(1)本 時のね らい

「自己決定権」 全体 について、その社会的背景 と憲法 上の位置づ け を学ぶ。その際 、

個 人の尊厳 とい う憲法の基 本的理 念を しっか り踏 まえさせ るとともに、その実現の ため

には、他者の尊重 と、互いの 自由 ・権利 を調和 させ、維持 するための秩序が必要で あ る

ことについて理 解 を深め させ る。

(2)本 時の内容

① 「自己決定」 の具体的事例 を想起 させ、「自己決定権」 と して 三つ に分 類 して整 理

す る。

②1970年 代 以降、憲法上明文 の規定の ない新 しい権利 が人権 として主張 され、そ の憲

法上 の根拠 が13条 の 「個人の尊厳」「幸福追求権」 に求め られてい るこ とを知 らせ る 。

③ 「自己決定権」 を含 む新 しい権利 は、すべての個 人が人間 らしく生 きるため に欠 く

ことので きない ものであ り、13条 の内容は憲法の基本理 念(主 権在 民、平和 主義、 人

権尊重)を 束 ねる価値 、憲法 の内容の中心 をなす部分 である ことに気 づかせ る。

④ しか し、権利 や 自由につい ては、その主張や行使が な されなかった り、 また他者 や

社会性 を顧慮 しない 自己本位の もの と して濫用 されるな どの問題点 を指摘 する。

⑤ 人権が尊重 される社会 とは、個々人が 自分のみな らず他者の存在 も同様 に尊重 し、

また社会全体の利益 を考 えてい くことが必要 であ り、権利 ・自由の拡大 はその結 果 に

責任 を持つ 自立 した市民で構成 され る社会 の進展 とともに実現 してい くことを知 らせ

る。

(3)評 価の観点

① 「自己決定」が基本的人権の問題 の一 つであることを考 えることが で きたか。

② 「新 しい権 利」の憲法上 の根拠 とその社会的背景 について、理解 で きたか。

③ 人権が尊重 され る社会 の実現 につ いて、考 えを深め るこ とがで きたか。

4分 析 と考察

本 グルー プでは、① 生徒が 「自ら」考 えること、② 自分 ら しい表現がで きるこ と、③ 討論

な どを通 して考 えを深め ること、について指導 の工夫 を試み た。

倫理 や政経で実際に授業 を行 った結果 、例 えば 「生命 にかかわ る自己決定」 な どの深 刻 な

課題 について も、 自分の考 えを文 章に まとめるな どの作業 においては、生徒 は我 々が予 想 し

ていた以上 に問題提 起 に対 して真 剣に取 り組 んだ。 しか し、 自分の考 えを全体 に対 して発 表

した りグループ討 議 をす ることについては、消極的 な生徒 もい る。その原因 と して 、生徒 が

間違 える ことを恐 れていた り、生徒 同士の人間関係が うま く成立 していないため に話 し合 い

が スムーズに行 われない ことな どが考 え られる。十分 な結果 を得 るために は、年間 を通 して

グループ討議 を何 度か繰 り返す 、 さらに題材 を工夫す る、人間関係に配慮 して グループ分 け

を行 う、な どが大切 である。 また、評価の方法 と して、テス トだけでな く、観察、 レポ ー ト

提 出、面接 な どを加 えた総合的 な手 だてを行 う必要がある。
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資料
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m 「税 」 を中心 と した政治 ・経済の授 業

1研 究 内容 と方法

本研究 に際 して、現実の社会 に対 し、 自分で課題 を見つ け、自ら学び ・判断 ・行動 し、 よ り

よ く問題 を解決 で きる能力 を育成す ることに よって生 きる力 を培 う授業 を試み る、 とい う主題

を設定 した。 この主題の もとで本 グループは、学習項 目として生徒 にとって身近 なものであ り、

かつ 、興味関心が もて る と思 われ る 「税」 を取 り上 げ、「税」 を 中心 と して年 間指 導計 画 を作

成 した。

従来の 「税」 に関す る学習 は、経 済分野の一つで ある 「財政の役割 と構 造」の 中で取 り上 げ

て きた。そ こで は歳入の重要 な基礎 となっている 「租税」 について、その種 類や課税方法 につ

いて基本的 な知識 を伝 えることのみ に終始 していたように思われ る。その結果 、将来の納税者 、

市民 と して本来あ るべ き、税 との関わ り方を考え させ ることが不足 していたので はない だろ う

か。 しか し、「税」 はその性 質上 、国家や政治権力 と密接 にかかわってお り、 また 、市 民 の政

治へ の関わ りとも深 く関係 している。従 ってその扱い方如何 によっては、政治 ・経済学習 のあ

らゆ る項 目の基礎 と して考 えることがで き、 自立的 な市民 を育成す るにあたって大 きな学習 効

果 をもつ内容 で はないだ ろうか。成熟 した民主社会で は一人一人が政治や経済の主人公であ り、

主体でなければ ならないが、そ う した発想 や態度 を身 に付け るため にも、税 の意味や租税法 律

主義の原則 に気づかせ ることが非常 に有効 であると考 える。そ こで、本研 究 グルー プで は この

「税」 を政治 ・経 済学習 の基礎 と捉 え、年間指導計画 の各単元で 、税 を踏 まえた学習 を し、「現

代経 済の しくみ」の指導計画 をその まとめ として位置付 けることと した。

具 体的には、 まず、政治経済学習全体 を 「税」 をテ ーマ と して捉 えなおす ことを考 えた。 そ

のために、学 習指導要領の各単元が 「税」 によって有機的につながっている ことを示す構 造 図

を工 夫 し、作 成 した(→P15「 税 を中心 に した授業へ向けての構 造図」)。それに よって小 中学

校 での学 習活動 と、生涯学習 との関連性 も視野 に入れて捉 える ことがで きた。これ をもとに、

年 間指導 計画の各単元で税 との関わ りを踏 まえた学習 をする(構 造図 の強調 部分)。 そ こで は

税 が関係 してい ることを単 に示すのではな く、政策決定や行 政実務 、私 的経済 活動 な どの諸 活

動 も、常 に税 とい う形 をとった国民 の参加 によって成 り立っている とい う視点 を捉 え させ る こ

とが重要 である。

次 いで、「現代経済の仕組 み」の第1時 で生徒 自らが負担す る税の項 目と金 額 を計 算 させ 、

税 のあ り方 と問題点 を考え させる。ここで は、で きるだけ身近に税 を捉 え られる ように、各種

ワークシー トを工 夫 した(→P19)。 また、各生徒 の興味や作業 の進 度 を考 慮 して複 数 の ワー

クシー トを用意 した。そ して、第4時 で租税制度改 革の必要性 を、直 間比率 の見直 し問題 に焦

点 を当てて考 え させ たが 、諸外 国の例 を示す ことで、税 の多様性 に も気づ くこ とが で きる よ う

に工夫 した。 また、直 間比率 を変 えることで負担 の構造 が大 きく変化す るこ とを理解 させ るた

め 、わか りやす い資料 を工夫 した。最後 に第6時 で税 の学習 のま とめ として 、税 の重要性 や基

本原則 、 しくみが理解で きたか を生徒 一人一人が確認す るため に、CD-ROMを 使 った授 業

を試み た。 ここで はマ ンガのキャラクターが出題す る問いに答 える作業 を通 じて 自発 的な学習

活動が展開で き、主体的 に考 え行動す ることの必要性 に気づ くよう授業展開 を工夫 した。
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2税 を中心 と した授業へ向 けての構造図

「税」 に関 しての興味 ・関心 を高め る指導 の工 夫を12年 間の教育で実施す るために、

各学校段 階の指導時間 と内容の接 続性 を示 した。

小中高

小学校(6年 生社会科)で の税に関わる授業

小学校 社会科6学 年105時 間

〔学習指 導要領での位置付け1
(2)国 民生 活の安定 と向上 と日本国憲法の基本的 な考 え方

ア

イ

ウ

公共施設や災害復旧での地方公共団体や国の政治の働 きを理解する
→ 「租税の役割 について も取 り上げ るよう配慮する。」

代表者に よる議会政治 と国民主権

日本国憲法 と国民生活の基本
→ 「納税 の義 務などを取 り上げる。」

政治にかかわる指導計画
わた したちの くらしと政治17時 間

① 政治の働 き(8時 間)
→公共施設や災害復旧に税金がつかわれているこ とに気付かせ る。

② 国民の代表者に よる政 治(5時 間)

③ 日本国憲法(4時 間)
→国民の義務の一つ として納 税があるこ とを理解する。

◎ 税に直接 かかわる時間は1/2～1時 間程度

中学校(公 民的分野)で の税に関わる授業

中学校 社会科6学 年 公民的分野
〔学習指導要領での位置付け〕L

(1) 現代の社会生活
② 国民生活の向上と経済
ア

イ

3

イ

105時 間

歴史的分野140時 間

地理的分野140時 間

生活 と経済:物 価、貯蓄、保険、租税、企業、職業、勤労、労働組合
→ 身近で具体的な事例 を取 り上げ る。

国民生 活 と福祉:財 政収支、租税の意義 と役割 、国民の納税の義務

民 主政治 と国際社会

民主 政治 と政治参加:地 域社会 にお ける住民の権利 と義務 ・地方 自治

税にかかわる指導計画

経済の仕組 み17時 間程度

政府の仕事(3時 間程 度)

① 政府の経 済活動 財 政の意味(1時 間程度)

② 収入 としての租 税(1時 間程度)
→租税(直 接 税 ・間接 税)や 公債 を理 解する。

③ 政府の支 出(1時 間程度)
→歳出の もとは租税 であることに気付 かせる。

◎ 税に直接 関わる時間は1～2時 間程 度

高等学校(政 治 ・経済)で の税に関わる授業

〔学習指導 要領での位置付け〕2単 位70時 間
1目 標 広い視野に立 ち、民主主義の本質、現代の政治 ・経済 ・国際関係の客観的理 解 と諸課題 の考察→良識ある公民 として必要な能力態度

2内 容(3)現 代の経済 と国民生活

イ 現 代経済の仕組み

市場経 済の仕組み、資金の循環 と金融機関の働 き、財政の仕組 み と租税の意義 ・役割 、経 済成長政 策と景気変動対 策

3内 容 の取扱 い
→ 中学 校社会科、公民科の他の科 目や地理歴史科及び家庭科 との関連を考 える。

年間指導計画
注 ① 等の各数字 は時間数 を示 し、ゴチック文字 は税 との関連があ ることを示 している

Gl地 理、J:日 本 史、W:世 界史、E=倫 理 との関連 を示 してい る。全70時 間中22時 間で税 と関わ りある授 業が可能である。

「',i)1蝋鱗 講 本鵬 間1-'一 　 幽一 ア 瀟 漏 嗣 芝漏 一.一'一'一 一'一 一'一 「

1、/糊 購 纒 畿 禺欝 含;ll8糠 鎚 蹴 麟 存関係… 化・国連艦l

l}讐 雛 艇 灘W/麟 鑛瑠 無 鍍 罐 騨 耀 われ方①・・AI

I麟 藍綾鱗 瀦 雛ll譜 炎魏 離 難 環境問題と炭素税1
」_._欄_._._._._._._『_._._._._._._._『_._._燭_._._._._.__盈

「[n]現 代の政治 と民主社 会(30時 間11)民主政治の基本原理)一'一'一'「

1膿 護鱗 欝 搬 定I

lE雛 綴 繍 騰 。価値l

lw8縢 鯉 蟹 税金の使われ方②置義員費用l

l,,、騰 謡 鱗 砦治の姿I

l差8鵬 駕 葦奎購 権i

i鷹 雛灘灘 購9胆 〔
1騰 欝 あ縫 ・l

l麟 晶 。挙、消。税。導入l

l雛 灘 、的別歳出規模l

l雛 饗 糎 騨 と3割自治l

l、、咽 灘 轍 希望i

レ礪羅辮 罐継向l
l讐 蠣 。,本l

lJ/w8脇 講 駿 翻 使われ方③軍事費l

I麗 麟 萎雛 腿1
■1

「[皿]現 代の経 済 と国民生 活(28時 間)■ ●一'一 「(
1)経 済社会の変容 と経済体制'

i W① 市場原理 と自由競争

1灘 騰 灘 灘関税とGATTl

i,咽 鱗 瑠 灘 的性格.

i
①貿易 と国際収支 、対立 と協 調

W② 貿易 と国際収支 、対立 と協 調

W③ 国際経済 における日本 の役割

i ④国際経済における日本の使命

1,,、現灘 誉縫 識 クスヘブン ●
J① 産 業 構 造 の 転 換'

i ②現代の企業

1難 雛 郷:
i

⑥ 省エ ネルギーと環境;エ コプロジェク ト

.⑦ 環境保 全と公害防止.

i
E⑧ 消 費者の保護

E⑨ 労働問題

⑩労働問題

i E⑪ 社 会保障 と福祉

⑫社会保障 と福祉=介 護保険制度'

i 14)現 代経済の仕組み

① 身近 な税 を考 える:私 が払 う税金'

i ②財政の役割 と機能:も し税 金が なかったら

1難 騰 難 灘 購勢茜剛
1酬 儲 の政治参加・租税法鮭 事
lI

市民としての意識をもった社会人の育成 → 生涯学習社会
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3指 導計画

年間指導計画の各単元で 「税」 との関連性 を考慮 した授業 を展 開する。P15の 「税 を中心 と

した授 業へ向けての構 造図」に示 した、強調部分の内容 をそれぞれの学習過程 で考 える。 こう

した学習 を通 じて 、税が民主社会 をつ くっている基礎 であ ることを理解 させ てお く。 次いで、

学 習指導要領(3)現 代 と国民生活(イ)の 現代経済の しくみ 「財 政の しくみ と租 税の意義 ・

役 割」で、税 を主題 と した学習 を展 開す る。〔学習指導 要領(2)現 代の政治 と民主社会(イ)

日本国憲法 と民主政治、 との関連性 に も配慮 して指導内容 を構 成する。〕

授 業内容 と時間配分は以下の通 りで6時 間の扱い とす る。

第1時 身近な税 を考 える

第2時 財政の役割 と機能

第3時 財 政の しくみ と税 の関係

第4時 税制 改革 と国民生 活の安定

第5時 租税 制度の問題 点

第6時 納税者 の政治参加

年 間の学習過 程 を通 じた 「税」 の扱 いで は、政治分野、経済分野 、国際分野のあ らゆる面で、

個 人や法 人が負担 する税 が関係 して くることを具体例 を通 じて理解 で きる ように授業 展開 をす

る。

本単元 の指導計画 では、第1時 で まず税がいか に身近であるかを考 え させる授業 を展 開する。

具体的 には、生徒 が現実 に支払 っている税の種類 とその金額 を複数 のワークシー トを使っ て計

算 させ 、税の身近 さや負担額 を実感 させる。第2時 では歳入のほぼ80%を 占め る税収 がなか っ

た ら自分 たちの生活が どうなるか をアンケー ト用紙 を利用 して考 えさせ る。次 いで、それ らを

分類 した上で、 それ らの予想 を回避す るため に財政が何 を してい るかを答 えさせ、結果 と して、

「資源 の最適配 分」、「所 得の再 分配」、「経済の安定」 の3つ の機 能 が財 政の基 本 的役 割 となる

ことを理解 させ る。第3時 で は、歳入 ・歳出の仕組みが どこで、誰 によって決定 され、 どの よ

うに徴収 ・支出 され るのか、税務署の活動 な どを資料 としなが ら理解す る。第4時 で は望 ま し

い税 制のあ り方 について、直接 税 と間接税 の比率 に焦点 を当てて考 えさせ る。その際 、税 制 の

あ り方 によって 、社会や経済のあ り方が大 きく変 わ り得 ることを理解 させ、租税制度へ の関心

を高め させる。第5時 では前回の直間比率 の問題 をC177し て、 日本の税制が抱 える問題点 を公

平(水 平 的公平=等 しい状 況 にある ものは等 しく扱 われるべ き、垂直的公平e異 なる状況 にあ

る ものは異なる ように扱 われ るべ き)と 中立(他 の経済状況 にで きるだけ影響 を与 えない)の

観 点か ら考え させ る。具体的 には、サ ラ リーマ ンが一生の うちどの ようなときにどの よ うな税

を支払 わなければ ならないか を資料 で示 した後 、大 きな部分 を占め る所得税 を例 に して 、そ の

徴税方法(申 告 課税 と源泉 徴収)の 問題点 を考 えさせ る。第6時 では、税 の まとめ と して 各 自

にパ ソコン画面上 で質問に答える作業 をさせ 、税の意義、重要性 と租税民 主主義、租 税法律 主

義 の理解 に結 びつける。
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4「 身近な税 を考 える」指導案

(1)本 時のね らい(第1時)

多 くの生徒 たちは普段あ ま り気 にかけ ないが、身近 には様 々な税が存在 している こ とを

認識 させ る。 また税金の負担額 にスポ ッ トをあて、実 際に税額 は どの ような基準 や割合 で

計算 され るのか を理解 し、その負担額 に気づかせ る。その際受 け身ではな く、 自分か ら積

極的 に学習 に取 り組 ませ るようににす る。

(2)本 時 の 展 開

学習項 目 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

日常生活 の中 に ・発 泡 酒 と ビー ルの 値 段 が なぜ 違 うの ・税率 の違いが価格 差 の主 な

導
あ る身近 な税 に か を考 え る 。 原因であ ることを理解 させ

入 つ い て ・そ の他 に あ る 身近 な税 を知 って い る る 。

10 か 、 ま た 自分 が 実 際 払 って い る か ど ・税の種類(直 接 税 と間接 税

分
うか確 認 す る。 国税 と地方税)に つ いて も

深 入 りしな い程度 にふれ る。

現実の税額 につ ・ワー ク シ ー トと資 料 に もとつ い て 実 ・生徒個 人個人の能力や興 味

展 い て 際の税額 を計算す る。 関心 に応 じて 、 ワー ク シ ー

(ワ ー ク シ ー ト→ 〔資 料 参 照 〕、 税 率 トの どれ をや っ て も良 い こ
開

表 プ リン ト、拡大 した税率表 など) とに す る 。

手順①個人で興味のあるシー トを選ぶ。 ・早 く終 わ った 生徒 に は 別 の
25

② 税率表 プ リン ト等 を参考 に して ワー ク シー トに取 り組 む よ

分 税額 を計算す る。 うに 促 す 。

③ 次 の シ ー トを選 ぶ 。

税額計算の確認 ・自分 の 計 算 が 合 って いるか を確認 し、 ・答 え合 わせ の 方 法 も、 生 徒

負担額 を認識する。 自身が参加 で きる ように0

ま

と
・実際の税負担 を知 って どの ように感

HPに 答 を書 くな どの 工 夫

をす る 。

・状 況 に よ り、2～3人 に 意
め

じたか発表する。 見 を述 べ て も らい 、 カ ー ド
15

分
手順 ① カ ー ドを も ら う。 は集めて、生徒 たちの感想

② 税負担 を知 った感想 を簡単 に ま が どの ような感 じかをつ か

と め 、 カ ー ド に 書 く 。 む資 料 とす る。

③ 発表する。
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(3)評 価の観点

① 様 々な種 類の税 とその課 税方法 を理解 したか。

② 自らすすんで計算 に取 り組 む ことがで きたか。

③ 実際の税 負担額 を認識 し、それについ て自分 な りに考え られたか。

(4)分 析 と考 察

最 初 に気 づ い た こ とは 、生 徒 た ちが 事 前 に想 定 した 以上 に税 を知 らなか っ た とい う こ と で

あ る 。 知 っ て い る税 をあ げ させ た とこ ろ、 所 得 税 ・消 費税 等 はす ぐに 出 て くるが 、 そ の 他 の

税 は 回 答 が 出 て くる の に 時 間 が か か る。 これ は生徒 た ち に とっ て 、 身近 な税 が 限 られ て い る

こ と を示 して い る 。事 実 、生 徒 た ち に書 い て も らっ た カ ー ドに は 、 「い ろ い ろ な税 金 を 取 ら

れ て い る の が わ か っ た」 「こん な に種 類 が あ る な んて 知 ら なか っ た 」 と い う言 葉 が あ っ た 。

消 費税 の導 入 が な け れ ば 、 こ の傾 向 は さ ら に顕著 な もの に な って い た だ ろ う。 こ こ で各 種 の

税 を知 っ た とい うこ とは 、生 徒 た ちの税 に対 す る認 識 が広 が った と言 え る。

2つ め は 、税 額 の計 算 が 生 徒 た ち に とっ て複 雑 な もの と して とら え られ た とい う こ とで あ

る 。生 徒 た ちの 声 と して は 「計 算 す るの が 難 しか っ た」 「計算 す る 人 は 大 変 だ 」 とい う も の

が あ る。 税 額 表 の読 み 方 ・計 算 の 方 法 な ど を、例 を示 しなが ら丁 寧 に説 明 す る必 要 が あ る 。

ま た 、今 後 の 課 題 と して 、生 徒 自身 が進 ん で取 り組 ん でい け る ワー ク シー トを工 夫 す る こ と

も大 切 だ ろ う。

3つ め は 、生 徒 た ちが 税 額 を高 い と思 っ て い る こ とであ る。 「ま さ か こ ん な に 税 金 を取 ら

れ て い る とは思 わ なか っ た」 「そ の うち こ ん な に税 金 を払 わ な け れ ば な らな い と思 う と… … 」

と い う意 見 が あ っ た。 この こ とは 、 この指 導 案 を作 成 した 目的 の 一 つ で あ る納 税 者 と して の

自覚 の 高 ま りと と らえ る こ と もで きる 。 こ の意 識 を保 たせ た ま ま、 次 時 以 降 の 学 習 活 動 に つ

な げ てい か なけ れ ば な らない 。

ま た 、他 の 意 見 と して は 「今 で は何 に で も税 金 が か か るの だ と驚 き ま した」 「税 を こ れ だ

け と って もう ま くや って い け ない 日本 の将 来 が 不 安 で あ る」 とい う もの もあ っ た 。

最 後 に 自 らす す ん で 計 算 に取 り組 ん だ か とい う こ とだが 、全 体 的 には取 り組 む雰 囲気 が あ っ

た 。 そ れ で も興 味 を示 さな い生 徒 に対 して は、 ワー ク シー トの題 材 が生 徒 た ち の興 味 を よ り

喚 起 す る よ うな もの に す る等 の方 策 が あ る だ ろ う。

い くつ か の 問 題 点 は 明 らか に な っ た。 特 に 、計算 が い や だ とい う こ とで学 習 に取 り組 む 意

欲 が 失 わ れ て しま う こ とは 避 け な け れば な らない 。 一 方 、税 額 の 計算 が複 雑 で 難 しい と い う

こ とや 、 そ の 理 由 が垂 直 的 公平 の視 点 で の 徴 税 側 の 配 慮 で もあ る とい う こ と も生 徒 た ち に 実

感 して ほ しい と ころ で あ る 。 また 、「考 え て い る以 上 に実 際 の 税 負 担 が 大 きい 」 と い う認 識

を 土 台 に次 の段 階へ の学 習 につ な げて い くこ とが大 切 で あ る 。

(5)参 考文献

税 の常識(平 成9年 度版)尾 崎護 日本経済新 聞社(日 経文庫751)

平成9年 度版 知 ってお きたい税情報 国税庁 他
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◎ ワ ー ク シ ー ト1～5

政 経 ワ ー ク シ ー ト そ の1

★ 自 動 車 を 買 う と き の 税 金 は ど の く ら い に な る の?

※税 金 が か か る とこ ろ はmuuuuuwで 空 欄 に な っ て い ます 。

税 金 の額 を計 算 し埋 め てみ よ う!

○ 伊 藤 さ ん がN社 製 のWと い う車(1500cc、 自重1.5t)を 買 う こ とに した 。

(4月1日 に登 録 す る こ とに して … … …)

政経 ワークシー ト その2

★サ ラ リーマ ンが1年 間働 いた分の給料の うち、税金は どの くらいに なるの?

○富田さんの家の場合

家族構成 妻と子供2人(高 校2年 と中学2年)

年収745万 円

iこ の745万 円全額に所得税がかかるわけではない。ここか ら様々な
:

政経 ワークシー ト その3

★お酒 を飲 み、たばこを吸 い続 けると した ら、

1ケ 月に どの くらい税金 を払 い続け ることになるの?

○田中さんの場合

◇ビール 月にロング缶(500cc)60本(1日2本)

酒税 税率………1Pに 対 して1円

政経 ワークシー ト その4

★車で旅行 に行 き、温泉 に泊 ま り、 ゴル フをす る とどの くらい税金 を、

払 ってい ることになるの?

○小林さんの場合(な かよし同士の4人 グループ)

◇車で移動→箱根 まで往復約200km、 燃費が10km/eと すると往復で

20P消 費することになるので

政経 ワー クシー ト その5

★高卒初 年度で1年 間働 いた分 の給料の うち、所得税 は どの くらいになるの?

○鈴木 さんの場合

職種 医薬品販売(大 手有名チェーン店)独 身

年収239万 円 「

iこ の239万 円全額に所得税がかかるわけではない。ここから様々な

i控 除が認められている。(税金がかか らない部分がある)

給 与 所 得 控 除 約90万 円 → サ ラ リー マ ンの 必要 経 費 に あ た る もの

239万 円 一90万 円=1万 円

様々な所得控除

基礎控除38万 円、社会保険料控除28万 円、生命保険料控除5万 円

1万 円 一71万 円=2万 円

所得税の税額表から税率は3

よって2万 円 ×4

1

これが課税 される対象になる

%小 数にすると4

5 円

税額表から10%の 控除額は6

最終的な税額は

5円 一6

円 なので

3年

円=7円
uuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuu

に な ります 。

組 番 氏名
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5「 第4時 税制改革 と国民生活の安定」指導案

(1)本 時のね らい

直接 税 、間接税 とはどんな税 なのか を、身近なた とえをあ げて生徒 に把握 させ る。 そ し

て、その特徴 、長所 、短所 を様々 な角度か ら分析す る。 また 、その中で諸外国 に比べ て も

高い戦後 日本の所得税 の税率が、国民の生活水準 の向上 とどの ような関連があ ったの か と

い うことも生徒 に理解 させ る。 また、 どの ような税制度が将来最 もよいのか、生徒が 自分

な りの考 えを形成す るきっかけ にす ることをね らい とす る。

(2)本 時の展開

学習項 目 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

税制改革 につ い ・ど う して 消 費 税 を導 入 す る こ とに した ・数 名 の 意 見 を聞 く。

導 て のか、その理由 を考える。また、スウェー ・高齢化社会 につ い ての プ

入
デ ンの例 をもとに、高齢化社会で各 自 リ ン トを配 布 す る。

の税負担 が どうなるのか理解す る。 ・各国の税制構 造 につ い て

15
の資 料 を使 う。

分 ・高額所得者 が どれだけ所得税 を払って ・新 聞の高額納税 者 の表 を

い るの か を理 解 す る。 配付 す る 。

直接税と間接税 ・直接 税 、 間接 税 が どうい う もの か 、 そ

を比較 して の特 徴 をつ か む。

・直接税重視 の課税方法 と間接 税重視 の ・教室 にいる生徒 を仮 に所

展
課税方法で は どち らが 良い か考 え る。 得 の 異 な る5つ の グ ル ー

プ に わ け る。

・直接税の比率 は低い方が良い と主張 し ・数 名 の意 見 を聞 く。

てい る人 達 は、 ど うい う観 点 か らそ の ・自分 が 新 聞 に載 る よ う な

開 よ う な こ と を言 っ て い る の か 、そ の 理 高額所得者 になっ た場合

由 を考 え る 。 を想 像 させ る。

・直接税 の比率 は高 い方が良い と主張 し ・数 名 の 意 見 を き く。

て い る人 達 は 、 どうい う観 点 か らそ の ・ 「所得の再分配機 能」 に

30 よ うな こ とを言 って い るの か 、 そ の 理 気 づ か せ る。

由 を考 え る 。 ・ ワ ー ク シ ー トを 配 布 す る
。

分
・所得税率 と富裕者所得倍率の関係 を考 ・他 国 の 貧 富 の差 の 著 し い

る 。 例 を載せ た新 聞の 記事 を

プ リ ン ト して配 布 す る。

・黒 板 に書 いた 直接 税 、 間 接 税 の 特 徴 、

長 所 、 短 所 を比較 した 表 を うめ る 。
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ま
望 ま しい税 とは

何 か とい う こと

・単 に消費税率の アップに よる税負担の

増減 だけで な く、 よ り広 い視点 か ら直 ・高齢化社会 の財源 、 所得

と
に つ い て 間比率が どうあ るべ きか考える。 の再分配機能等 を思 い 出

め さ せ る 。

5
・直接税率の今後の在 り方 につ いて近い

分
将来、各 自が 自分な りの考 えを持つ持

たなければな らない とを理解す る。

(3)評 価 の観点

① 日本が迎 える急速 な高齢化社会 と税 についての認識が深 め られたか。

② 日本 は世界的 に見 て、所得格差の差の小 さな社会 である こと、またそれには税制度 が

大 きくかかわって きたこ とにつ いて認識が深め られたか。

③ 直間比率 を どうす るか とい うこ と、お よび今 後の税制 度は どうい うものが よいか とい

うことにつ いて積極 的に取 り組 めたか。

(4)分 析 と考察

「消費税 はなぜ導入 されたのか」 とい う問い に対 して、その理 由が答 え られた生徒 はい

なか った。少 しずつで も毎 日の ように負担 し、導 入や税率 ア ップの時 には強い反対の感 情

がお こる消費税で さえ も、高校生 はその理由がわか らないま ま、いつ も税 を払 って きた こ

とにな る。 ここで生徒の税 に対 す る受け身の姿勢 を変 えない と社会 に出てか らも、 この よ

うな状 態が続いてい って しまうと感 じた。

消 費税の導入 と大 きな関連があ る将来の超 高齢化社会 の到 来 につ い ては 、 「税 につ いて

の授 業の中で一番大変 な問題だ と思 った」 や 「高齢化社会 にむけての財 源 と しては消費 税

はやむ をえない」 とい った意見があった。福祉 の先進 国で あるスウェーデ ンの現状 につ い

ての資料 が効果的だ った と思 う。

「将 来の税制 度について 自分な りの考えを形成で きたか」 につ いて は、 自分 の納税 額 が

少 な くなれば よい とい う点に こだわる者 、こだわ らない者双方か ら様 々な意見が 出 され た

が 、「直接 税、間接税 とい う相反す る特徴 を持 った税 の うち どち らを優 先す るか 、 とて も

難 しい問題 だ」 とい う意見 があった ように、ここで性急 に答 えを求めるのは困難であるが、

税制度 を考 える きっかけには十分 なった と思 う。

(5)参 考 文 献

日本 経 済 新 聞社 編 「ベ ー シ ック税 金 問 題 入 門新 版 」 日本 経 済 新 聞社

石 弘 光 「税 金 の 論 理 」 講 談 社

財 団 法 人 矢 野 恒 太 記 念会 編 「96/97世 界 国 勢 図 会 」 国 勢 社

ク ーパ ー ス ・ア ン ド ・ラ イ ブ ラ ン ド ・イ ン タナ シ ョナ ル ・タ ッ クス ・ネ ッ トワー ク編

「海 外 税 制 ガ イ ドブ ック91年 度 版 」 中 央 経 済社

立 花 隆 「同 時 代 を撃 つ 」 講 談 社
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「各 国 の 富 裕 者 所 得 倍 率 と税 制」 につ いての ワー クシー ト

富裕者所 得倍率 とは:国 民 を(所 得)別 に(5)つ の階層 に分 けた ときに、

一番(所 得)の 多い層 が一番(所 得)の 少ない層の何倍 の(所 得)を 得 て

いるかを示 している数字で、国民間の貧富の差 が どれほ どあ るかを表 して いる。

国名

ハ ンガ リー

日本

スペ イ ン

パ キ ス タ ン

ブル ガ リ ア

イ ン ドネ シ ア

イ ン ド

中 国

富裕者所得倍率

3.9

4.3

4.4

4.7

4.7

4.7

5.0

7.1

調 査 年

1993

1979

・::

1991

1992

1993

1992

1992

国 名

フ ラ ンス

ア メ リ カ合 衆 国

ニ カ ラ グア

メキ シ コ

コ ロ ン ビァ

南 ア フ リカ

ブ ラジ ル

富裕者所得倍率

7.5

8.9

13.1

13.5

15.5

19.2

32.1

調 査 年

・;・

1985

1993

1992

1991

1993

1989

日本 の戦後の所得税 率の変遷

昭和25年 昭和28年 昭和44年 昭和59年 平成元年 平成7年

課
万円 % 万円 % 万円 % 万円 % 万円 % 万円 %

税
30 io 50 10.5

所
5 20

2

7

15

20

60

100

14

18

120

200

12

14
得

8 25 12 25 150 22 300 17 300 io 360 10
階

200 26 400 21
級 io 30 20 30 250 30 600 25 600 20

t
12 35 30 35 300 34 800 30 900 20

) 15 40 50 40 400 38 1000 35 iOOO 30

20 45 ioo 45 500 42 1200 40

と 50 50 200 50 700 46 1500 45 :11 30

以上 55 300 55 iOOO 50 2000 50 2000 40

税 500 60 2000 55 3000 55 以上 50 3000 40

率 以上 65 3000 60 5000 60 以上 50

.一. 4500 65 :111 65

右 6500 70 以上 70
)

以上 75

富裕所得倍率 の高 い国の所得税率

メ キ シ コ(1ペ ソ=¥16) ブラジル(1レ アルe¥114)

947796ペ ソ 3 570レ ア ル opro

8044392 io まで 10

14137200 17 1900 25

16434000 25 以上

19675812 32

以上 35
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6「 第6時 納税者 の政治参加」 指導案

(1)本 時のね らい

本単元のまとめとして税 の役 割、基 本原則 、仕組 みの概 要 をCD-ROM(国 税 庁監 修

「ゲゲゲの森の税金教室」)を 使 って楽 しみながら整理 、復習する。次 いで、租税 に関心 を持

つ ことが租税法律主義 を実現 し、民主社会 の有為な形成者 になることである点 を理解する。

(2)本 時 の展 開例

学習項 目 学 習 活 動 指導上の留意点

導

入

10

分

税 ・財政の意義 ・CD -ROMを 立 ちあ げ 、

「プ ロ ロー グ」、 「詳 し く説 明 を聞 く」

を適 宜 選 択 す る。

[次 へ 」 を選 択 し、 「財 政 とは」 を聞 く。

・操 作 が う ま くい っ

て い る か 注 意 す る

展

開

35

分

税 の現状 と課題

の復習

租 税法律主義 を

考 える

・ 「洞 窟 へ 行 く」、「国 の 税 金 は どの よ うに集 め

られ て い る か」 を順 次 選択 し、

・課税 対 象 ・直接 、 間接 税

・公平 の 原則 ・累進 税 率 の構 造

な どの 説 明 を聞 く

・CmROMの 質 問 に答 え る

「鬼 太 郎 に挑 戦 」 を ク リ ック し10の 質 問 に答

え る。

「ネ ズ ミ男 に挑 戦」 を同 様 に行 う

・以 上 学 習 し、 考 え て きた 「税 」 で 、不 満 が あ

るか 答 え る。

不 満 が あ る場 合 … …… 税 制 に対 す る

税 額 に対 す る

どの よ うな行 動 を と るべ きか 発 表 す る 。

・税 の シ ス テ ム 、税 率 及 び使 途 につ い て は 、 必

ず 国会 で議 決 され な け れば な ら ない が何 故 か

考 え 、意 見 を述 べ る 。

・時間が余れ ば、 他

の税金 の使 途 や地

方財政 の仕組 み を

自由にや らせる。

・複 数の生 徒 に発 問

し、国民 が 不問 に

付 さず 、主張 す る

権利 ・義 務が あ る

ことに気付かせ る。

・ 「国民 自らの決定」

が必要で あ る こ と

に気づかせ る

ま

と

め

税学習の意義 ・税制 に対す る自分 な りの考 えを持 ち
、それ を

解決 しよ うとす ることは税の徴収や使途 を監

視す るこ とであ り、 それが民主社会の構 成者

のあ るべ き姿、すな わち、主体的政治参加 で

・税 は取 られ る も の

で は な く、 自 ら拠

出 す る もの で あ る

こ と を強 調 す る。
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あ る こ と を理 解 す る 。

社会への積極 的 ・政 治経 済 全 体 を 「税 」 問 題 をキ ー ワー ドと し

5 関わ り て学 習 して きたが 、政 治 、 経 済 、社 会 の 諸 問

分
題の多 くが見方 を変 えれば、税制的裏づけの

確保 の問題(国 民が拠 出す る税 に関わる問題)

で あ る こ と を理 解 す る。

(3)評 価 の観点

①租税 の意義 、必要性 につ いて理解で きたか

②CD-ROMを 使 って積極 的に説明 を聞 こうと したか また、質問に答 えていたか。

③税 は民主社会 における主権者 のあ り方(積 極的参加)の 経済的側面 を示す ものであ る こ

とが理解 で きたか。

(4)分 析 と考察

本時で は、パ ソコ ンで既製のCD-ROMを 操作す るこ とによ り、楽 しみ なが ら 「税」

の学習 を復習 し、またこれ までの学習か ら 「税」 を考 える視 点が 「取 られ る もの」 か ら

「自らの意思 で拠 出する もの」へ転換で きたか確認す ることを主要な課題 と した。

本時の導入 と展開の前半部分で約20分 間CD-ROMを 各 自自由に操作 させ たが、普段

の授業 には ない作業のためかか な り興 味 を持 って操作 してい た。 また、 質 問項 目(「 鬼 太

郎 に挑 戦」、及び 「ネズ ミ男 に挑戦」)に 対 してはほぼ半数が全問 に正解 を し、残 りの生徒

も数問の誤答 とい う結果であ った。

次いで、「税」 に不満が あるかを訪ねた。結果は、「税」 に不満 を持つ と答 えた生徒 が過

半数 を占め、その全 員が消費税率 の高 さと、益税の問題 に不満 を持 っていた。 また、税 の

必要性 を観 念的には理解 で きて も、それだけで は納税意識の向上 には繋 が らない とい う意

見 も聞かれた。 これ らか らは、 まだ所得税 などを納めていない彼 らの関心が、 自 ら払 って

いる消 費税 な どに集 中 しているこ とが分か った。

不満が ある場合 に どう行動す るか という問 については、直間比率是正 や所 得税の累 進構

造 な どシステムの問題 につ いては、選挙時の投 票で示すべ きとの答えがあ り、租 税法律 主

義の意義 を理解 している発言 もみ られた。 また、税率、税額 の問題 では税務 署 に行 って疑

問 を質す といった解答が多 く聞かれた。

7「 税 」 学 習 グ ル ー プ の分 析 と考 察

本研 究 に お い て は 、 身近 な税 を扱 う ワ ー ク シー トや 各 国 の比 較 資 料 、パ ソ コ ンの 使 用 等 の

工 夫 に よっ て全 体 と して 、学 習 活 動 に積 極 的 に取 り組 め た の で は な い か と思 わ れ る。 ま た 、

「税 」 を支 払 う こ との 背 景 に は、 国民 一 人一 人が 政 治 、経 済 、社 会 の 公 的 活 動 に 責 任 を持 っ

て い る とい うこ とが あ る こ とを多 少 ともつ か ん で くれ た の で は な い か と考 え て い る。

今 後 は ワ ー ク シ ー トの 内容 を工 夫 す る な ど して 、 自 ら考 え る姿 勢 を よ り高 め る 工 夫 が 必 要

で あ る。 ま た 、生 徒 に は一 市 民 と して 、 政 治 や 公 的 活 動 に対 して 関心 を もっ て 考 えて くれ る

こ と、そ して 具 体 的 に行 動 して くれ る こ と を期 待 した い 。
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